
Breus廿■Feedi叫SympoSium
～1人でも多くの母と子が母乳で育てられる幸せを～

第泪3回

母乳育児ｼﾝｼﾞ ム
●特別講演「ゴリラの育児と家族の起源｣山極寿一
●教育講演「匂いや体内時計を介した母子間コミュニケーション」

●シンポジウム I 1 1 1 1
之篠原 一

｡大学教育における母乳育児 ・助産師･保健師｡看護師教育と母乳育児
・院内スタッフの教育と連携 h
BFHを維持するために/BFHを目指した病院から
｡栄養士の立場から

●シンポジウムⅡ
｢母乳育児をすすめる上で忘れてはならないこと」
一母乳をあげられない人､母乳分泌の少ない人への支援を中心に一
・基調報告 ・産婦人科医師の支援
･開業産婦人科での支援 ･地域開業助産所での支援
･大きな病院での支援 ・社会からみた母乳育児支援

●市民交流会母乳育児を市民と語る ， 、
｢母乳育児何でもQ&A」
"母乳育児に取り組む医療者のために

，
｡母乳育児で悩んでいる､困っているお母さんのために
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福岡市ﾎﾃﾙｼｰﾎｰｸ&ﾘゾｰﾄ 霊､野
日本母乳の会








